
＜専任教員報告＞ 

2014 年度教員活動報告 

 

三根眞理子 

 

Ⅰ 教育 

1） 担当科目 「被ばくと社会」（全学モジュールⅠ「核兵器のない世界を目指して」） 

「被ばく者と医療」（全学モジュールⅡ「核兵器のない世界を目指して」） 

「情報と社会」（全学モジュールⅡ「情報社会とコンピューティング」 

（オムニバス）） 

     「原爆医学概論」（学部モジュール）（オムニバス） 

     「医学は長崎から」（学部モジュール）（オムニバス） 

「環境因子系」（医学部）（オムニバス） 

「環境因子系演習」（医学部）（オムニバス） 

「医学統計学」（学部モジュール）（オムニバス） 

Ⅱ 研究 

1） 主要研究テーマ 

・原爆被爆者の健康に関する分析 

・高齢者の生活習慣と死亡との関連 

 

 2)著書・論文 

1. Miyazaki T, Sakai T,  Yamasaki N, Tsuchiya T, Matsumoto K, Tagawa T, 

Hatachi  G, Tomoshige K, Mine M, Nagayasu T: Chest tube insert ion is one 

important factor  leading to intercostal  nerve impairment in thoracic surgery.  Gen 

Thorac Cardiovasc Surg 62(1): 58 -63,  2014 

2.  丹羽量久，正田備也，福澤勝彦，三根真理子，山地弘起：講義主体授業に
おける学生の参加度向上を目指した学習課題．長崎大学大学教育イノベーシ
ョンセンター紀要 5: 19-24, 2014 

3.  横田賢一，三根真理子，近藤久義，柴田義貞：地形および家屋などによる
遮蔽とがん死亡率．広島医学  67(4): 316-319, 2014 

4.  近藤久義，横田賢一，三根真理子：被爆状況および包括的環境要因と原爆
被爆者検診成績との関連．広島医学  67(4): 369-372, 2014 

5.  三根真理子，横田賢一，近藤久義，黒川智夫，柴田義貞：被爆高齢者の健
康長寿に関連する要因．広島医学  67(4):  373-374, 2014 

6.太田保之 ,吉峯悦子 ,三根真理子：原子野のトラウマ 長崎新聞社 ,2014 

7.横田賢一，三根真理子，近藤久義，柴田義貞：長崎原爆による西山地区とその周辺地区の

がん死亡リスク．長崎医学会雑誌 89(特集号): 218-221, 2014 

8. 近藤久義，早田みどり，横田賢一三根真理子，今泉芳孝，宮崎泰司：長崎市原爆被爆者

における造血器腫瘍罹患のリスクファクターに関する研究．長崎医学会雑誌 89(特集号): 

284-287, 2014 

9. 三根真理子，横田賢一，近藤久義，柴田義貞：長崎市被爆者の運動習慣の変化と疾病と
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の関連．長崎医学会雑誌 89(特集号): 316-319, 2014 

10. Miyazaki T, Takagi K, Mine M, Yamasaki N, Tsuchiya T, Matsumoto K, Hatachi G, 

Izumino H, Doi R, Machino R, Nagayasu T: Video-assisted thoracic surgery attenuates 

perioperative oxidative stress response in lung cancer patients: a preliminary study. 

Acta Medica Nagasakiensia 59: 19-25, 2014 

11. Leonova TA, Drozd VM, Saenko VA, Mine M, Biko J, Rogounovitch TI, Takamura N, 

Yamashita S: Bone mineral density in treated at a young age for differentiated thyroid 

cancer after Chernobyl  female patients of TSH-suppressive therapy receiving or not 

Calcium-D3 supplementation. Endocrine Journal Advance Publication, 2014 

 

3) 学会発表 

1.   近藤久義、早田みどり、横田賢一、三根真理子、今泉芳孝、宮崎泰司  
喫煙は ATL 発症のリスクファクターか？ 
 第 24 回日本疫学会学術総会 
（平成 26 年 1 月 23 日～25 日；仙台市） 

2.  横田賢一、三根真理子、近藤久義、柴田義貞 
長崎原爆による西山地区とその周辺地区のがん死亡リスク 
 第 55 回原子爆弾後障害研究会 
（平成 26 年 6 月 1 日；長崎市） 

3.  近藤久義、早田みどり、横田賢一、三根真理子、今泉芳孝、宮崎泰司 
長崎市原爆被爆者における造血器腫瘍罹患のリスクファクターに関
する研究 
第 55 回原子爆弾後障害研究会 
（平成 26 年 6 月 1 日；長崎市） 

4.  三根真理子、横田賢一、近藤久義、柴田義貞 
長崎市被爆者の運動習慣の変化と疾病との関連 
第 55 回原子爆弾後障害研究会 

（平成 26 年 6 月 1 日；長崎市） 
5.  M.Mine, K.Yokota, Y.Shibata 

Relationship between life style and mortality among atomic bomb 
survivors 
the 20th IEA World Congress of Epidemiology 
（平成 26 年 8 月 17 日～21 日；アンカレッジ．アメリカ） 

6.  K.Yokota, M.Mine, Y.Shibata 
A case-control study of lung cancer screening efficacy among 
atomic bomb survivors  
the 20th IEA World Congress of Epidemiology 

（平成 26 年 8 月 17 日～21 日；アンカレッジ．アメリカ） 
7.  横田賢一、三根真理子、柴田義貞 

長崎原爆の放射性降下物による汚染地区のがん死亡リスク 
日本放射線影響学会第 57 回大会 

（平成 26 年 10 月 1 日～3 日；鹿児島市） 
8.  横田賢一、三根真理子、柴田義貞 

高齢者の肺がん検診の効果に関する診断時の病期と転帰に関する検
討 
第 73 回日本公衆衛生学会総会 

（平成 26 年 11 月 5 日～7 日；宇都宮市） 
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Ⅲ 地域貢献 

1） 地域活動 

NASHIM 海外研修生講義「長崎原爆と大学」 

2014 年 7 月 25 日 医学部原研コミュニティ 

「夢・憧れ・志を育くむリケジョプログラム」 夢セミナー 

2014 年 8 月 5 日 大村高校 

NASHIM 韓国研修生受け入れ事業 講義「原爆直後の救護活動と調査」 

2014 年 10 月 29 日 医学部原研コミュニティ 

NASHIM 出前講座 核不拡散・核セキュリティ総合支援センター 研修 

「原爆直後の救護活動と調査」 

2014 年 10 月 25 日 原爆資料館 

長崎研究会 講義「被爆者資料の保管と被爆者データベースの構築」 

2013 年 11 月 21 日 遺伝子実験施設セミナー室 

「夢・憧れ・志を育くむリケジョプログラム」 志セミナー 

2014 年 11 月 29 日 長崎大学 

NASHIM 出前講座 核不拡散・核セキュリティ総合支援センター 研修 

「原爆直後の救護活動と調査」 

2014 年 12 月 6 日 原爆資料館 

NASHIM 韓国研修生受け入れ事業 講義「原爆直後の救護活動と調査」 

2015 年 2 月 10 日 医学部原研コミュニティ 

   平成 26 年度核兵器廃絶市民講座・第 7 回 講義「被爆者の健康を考える」 

  2015 年 3 月 7 日 国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館 

 

2） 外部委員 

原爆死没者追悼平和祈念館運営企画検討会委員 

第二種健康診断特例区域に関する事業検討会委員 

長崎市原子爆弾放射線影響研究会委員 

(公財)放射線影響研究所 疫学部専門委員 

(公財)放射線影響研究所 歴史資料管理委員会委員 

  

Ⅳ 校務分掌・その他 

1） 校務分掌 

医学部情報処理委員会委員 
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